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研究の概要 
本研究は、ユダヤ教とマイノリティというテーマに関して、ヘブライ語、アラム語、ユダヤ・ 

アラビア語、イディッシュ語などで書かれたあらゆる関連資料を収集、精読、翻訳、データベ 

ース化し、実証的な分析を行うことにより、マイノリティ観の根底にあるユダヤ教の人間観の 

本質を理解するものである。 

研 究 分 野：ユダヤ学 

科研費の分科・細目：哲学・宗教学 

キ ー ワ ー ド：ユダヤ教、ヘブライ文学、マイノリティ 

１．研究開始当初の背景 ４．これまでの成果 
国内においてはユダヤ学研究自体がいま

だ発展途上の段階にある。海外では、イスラ
エルや欧米諸国を中心に極めてレベルの高
いユダヤ研究が盛んに行われているが、本研
究のような、マイノリティをキーワードとし
たユダヤ教の人間観に関する大規模な実証
的総合研究は、海外においても本格的には行
われていない。 

本研究の第一の学術的な成果は、本プロジ

ェクトで開発したデータ入力閲覧フォーム

を通して、日本ではまだ紹介が始まったばか

りのユダヤ教文献を、ヘブライ語原典・英

語・日本語の三言語で同時閲覧できる点であ

る。右から左書きするヘブライ語と、左から

右書きする英語、日本語を同時に入力するシ

ステムを構築しなければならない。加えてこ

の三言語で検索語を設定し、それを検索する

ための入力システムの構築は、画期的なこと

である。邦訳を通して、全体的な理解を容易

にし、かつヘブライ語・アラム語原典を比較

参照し、原典に即した理解が可能であるし、

同時に英訳を備えることで、国際的に通用す

るフォームを呈している。 

 
２．研究の目的 
本研究は、「ユダヤ教における人間観」に

関して大きな規模で、総合的かつ網羅的なデ
ータ収集および客観的な分析を行うことに
より、人間疎外に特徴付けられる現代社会に
対して、人間性の回復のための明確な提言を
行うことを目的とする。 
 このデータベース・フォーマットで入力を

進めていくために、主要なラビ文献の章・節

を計上し、入力のための枠組みを作った。計

上は膨大な作業であったが、ミシュナ、トセ

フタ、バビロニア・タルムード、エルサレム・

タルムードなど主要なラビユダヤ教文献の

計上が進んでいる。この章・節の枠組みを構

築したことによって、本プロジェクトの主題

だけではなく、広く様々なデータ集積・分析

に利用可能なユダヤ教文献の本格的なデー

タベースのひな型ができたことは、高く評価

されよう。 

３．研究の方法 
ユダヤ教における人間観が端的にあらわ

れていると思われる存在である「マイノリテ
ィ」、「他者」、「傷を持つ者」などに関して、
あらゆる言説（時代、地域、言語を問わず）
を収集し、日本語および英語に翻訳してデー
タベース化する。これらの言説は、ユダヤ教
における人間観を理解するうえでの重要な
言説（「なぜ人は自分と他者を区別するのか」
など）として理解される。 



また第二の成果は、本データベース構築作
業を通して、ユダヤ教における人間への関心
の強さが様々な形で明らかになったことで
ある。本プロジェクトにおいては、人間観、
マイノリティ観を検索するタグとして何を
設定するかが、絶えず問題となった。それを
広義で設定するか、狭義で設定するかが論議
の的となった。最初にスタートしたヘブライ
語聖書では、広義で検索語を収集する方針で
あった。その結果、膨大な検索語がヒットす
ることになった。この事実自体が、ユダヤ教
の核となるヘブライ語聖書が、いかに人間中
心に記述されているかを表すこととなった。
宗教とは、人と神があって成立するのである
から、人間が中心にあるのは当然であり、こ
うした指摘は評価されないことも多い。しか
し、これまで、各宗教の人間観を網羅する統
合的な研究は存在していないので、宗教だか
ら人間中心であるという前提も、科学的に立
証されているわけではない。事実、多神教世
界の文献では、神々の相関関係もまた重要な
テーマであるのに対して、一神教の祖とされ
るユダヤ教文献では、こうしたテーマはあま
り見られず（異教との対抗は、異教徒との対
抗として人間の次元に落とされる）、その分、
人間に関する記述が増えてくる。少なくとも
これまでの本プロジェクトで収集されたデ
ータの分析によれば、ヘブライ語聖書では、
人間観に関わる用語の中でも、民族・社会に
関わる用語が多いのに対して、ヒンズー教の
聖典であるリヴ・ベーダでは、親族・行為に
関わる用語が多いという考察を予備的に行
った。宗教だから人間に関心があるという従
来の前提を、もっと細かく検証することによ
って、それぞれの宗教での関心点の違いから
価値観の違いを明らかにすることになり、そ
れぞれの宗教への深い理解がもたらされる
であろう。 

さらに、本研究の第三の学術的成果として、
研究代表者がユダヤ教の人間観に深く関連
する重要な研究成果を、国際社会の舞台で極
めて意欲的に発表してきたことが挙げられ
る。ユダヤ教の人間観というテーマを中心と
して、ユダヤ学のさまざまな領域において、
世界に向けて研究成果を発信し続けてきた
研究代表者は、世界の第一線で活躍する日本
人若手研究者として、国際的な研究者仲間か
ら十分に認知されるようになった。これまで、
平成２０年度から平成２２年度までの３年
間に与えられた本研究費の成果は、この第三
の点において最も目に見える形で表れてい
ると言えよう。 

５．今後の計画 
今後は、データベースのフォーマットの使

いやすさを改良するなど技術的な問題点を
クリアする。また、データベースの検索語を、
重要で明白なマイノリティ用語のみに限定
しながら、それらの検索語について、できる
だけ多数の文献からデータを厖大化させる
ことで、よりコンパクトであるがより実際的
なデータベースを目指す。さらに、当初の計
画にはなかった近現代ユダヤ文学からのデ
ータ入力も精力的に進める予定である。古代
や中世のみならず近現代のユダヤ文学作品
での人間観、マイノリティ観を付け加えるこ
とが、包括的なユダヤ教研究として望まれる
ところであると判断されたからである。 
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